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令和6年度第4回理事会開催される

全印工連会長に瀬田章弘氏が就任
全印工連ミッション・ビジョン・バリュー「人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業へ」

令和6年度上期北海道地区印刷協議会開催される

中小・小規模企業 省エネルギー環境整備緊急対策事業助成金【最終募集】のご案内
北海道働き方改革推進支援センターからのお知らせ
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セキネップ展望広場からの眺望（釧路郡釧路町仙鳳趾村入境学）



議 事は、岸理事長のあいさつの後、定数報告が
行われ、理事長を議長に議事に入った。

最初に、報告事項として、
⑴�令和6年度上期北海道地区印刷協議会の運営に
ついて、参加者ならびに進行スケジュールが説明さ
れた。
⑵�事業実施状況について、本年度のこれまでの事業
実施状況を北印工組、全印工連・関連団体に大別
して説明された。
⑶�財務状況について、5月末の貸借対照表、損益計算
書、予決算対比表、賦課金納入状況について説明さ
れた。
次に、議事に移り、

⑴�令和6年度事業・スケジュールについて、組織の拡
大、広報活動の強化、未来を創る業界運動の展開、
「印刷の月」行事の取り組み、共済事業への加入
促進、福利厚生事業の実施、組織・財政状況の検討
を柱とした、それぞれの実施事業の内容、実施スケ
ジュールについて説明され、承認された。
⑵�組合員名簿の製作について、2年毎に作製している
組合員名簿を本年度作製するため、印刷発注業者
を組合員に公募することが決定された。
また、同名簿に組合員・賛助会員は、前回に続き

ホームページURL、e-mailアドレス、各社の特長を

掲載することとした。
⑶�令和6年度会議日程について、本年度の理事会、
下期北海道地区印刷協議会の開催日程が決定さ
れた。
理事会は、第5回が10月11日、第6回が令和7年
1月8日、第7回が同2月28日、下期北海道地区印刷
協議会は同2月28日に開催する。
また、令和7年度通常総会は、令和7年5月16日
に開催することとした。
以上で、議事を終了し、各支部の活動状況ならびに
近況について報告が行われ、理事会を終了した。

令和6年度事業スケジュールを承認

令和6年度第4回理事会が、6月14日午後1時から札幌市中央区の札幌パークホテルで理事12人が出席
して開催され、令和6年度事業スケジュール等を決定した。

令和6年度第4回理事会



全体会議

全 体会議は、最初に、岸昌洋
理事長が、「先般の総会

で、再び理事長に指名いただい
た。また1期皆さんのお世話に
なるのでよろしくお願いしたい。

橋本副会長、高橋専務理事に臨席を賜り、後ほ
ど事業計画、概況等について話をいただく。全
印工連会長も瀬田さんに代わり、今までやって
きたことを継続することもあるが、新たな事業
を推進していくことになっている。いつも地
区協の席で話をするが、組合で行っている事業
は、皆さん自身の会社、自身の地域に持ち帰っ
ていただいて、どう利活用されるかという内容になっ
ている。今日、各委員会に分かれてさまざまな議論を
されるが、是非、自身の会社・地域に持ち帰っていた
だいて有効活用していただければと思う」と、あいさ
つを述べた。

次に、橋本唱一全印工連副会長が、
「私たちが全印工連としてどう進んで
いくのかについて、瀬田会長の考え方
を後ほど説明させていただく。皆さん
も北海道印刷工業組合に入って、仲間

の皆さんと協力して自分たちの印刷産業が、北海道
で、日本で、より高みをめざす産業になるようにという
ことでいろいろと行われていると思う。もちろん自社
のこともあると思うが、お客様や地域の役に立つとい
うことが、長い間続いていくための要素であるという
ことは皆さんも存じていると思う。そのようなことを
説明させていただくが、瀬田会長からは、委員会にお
いて、法律が変わった等の報告事項のようなものは
聞いていただいて、持って帰っていただければいいの
で、委員会で何を目指しているかということと、皆さん
が委員会に出てきて、1つでも皆さんのためになるこ
とを持って帰っていただく。同時にどの委員会に出て
いたから、出なかったからではなく、委員会を横串に刺
してといっているが、各委員会の事業は全て経営につ
ながり、長い間続いていく先に向けたものの考え方を

していこうということである。各委員会の事業は、経
営には全部必要である。それぞれの委員会のことを
委員会に出ていなくても皆さんに伝わるようにディス
カッションをしてほしい。そういった協議会・委員会
にしてほしい」と、全印工連あいさつが述べられた。

つづいて、高橋秀明専務理事から、①
令和6年度事業計画ならびに組織・委
員会機構について、②「感動価値創造
magazine�XI」の発行について、③「特
定技能」の業種追加について、④全印

工連フォーラムの開催についての説明が行われた。
つづいて、橋本副会長が、全印工連ミッション・ビ

ジョン・バリュー「人々の暮らしを彩り幸せを創る印
刷産業へ」をテ—マに、「全印工連の理念は、組合員
各社が、人々の暮らしを彩り、自社はもちろん社会や
地域を幸せにすることである」と説明を行った。（説
明要旨は6〜8頁に掲載）

委員会
組織活性化、経営革新マーケティング、教育研修、

サスティナビリティ・CSR、青年部の5つの委員会に分
かれ、報告事項、依頼事項、協議事項について、数値目
標、情報提供、意見交換が行われた。

※総括会議の内容は次号掲載予定です。

価格競争から価値協創へ

令和6年度上期北海道地区印刷協議会が、6月14日午後2時から、札幌市中央区の札幌パークホテルで、
全印工連から橋本副会長、高橋専務理事と組合員ならびに賛助会員約40人が出席して全体会議、委員
会、総括会議、情報交流会を行い、全印工連事業についての理解深め、組合加入メリットを追求した。

令和6年度上期北海道地区印刷協議会

岸　昌洋�氏

橋本唱一�氏 高橋秀明�氏



全印工連会長に瀬田章弘氏が就任
全日本印刷工業組合連合会は、令和6年度通常総会を5月27日午後2時から東京都千代田区の東京會
館で開催し、任期満了による役員改選を行い、2期4年務めた滝澤光正会長が退任し、新しい会長に瀬田
章弘氏（弘和印刷株式会社代表取締役社長・東京都）が就任した。

瀬 田新会長は、就任あいさつで「歴代の素晴らしい会長からバトンを引き継ぎ、大変身の引き締まる思いであ
る。全印工連の魂は1つである。それをしっかりと受け継ぎ、さらに我々の組合が地位向上できるよう努め

ていく。誰も幸せにならない価格競争はもう止め、我々がやるべきこ
とは、高くても満足してもらえる価値づくりである。価値の競争であり、
さらには組合員がお互いの強みを活かし、協力して価値を協創するこ
とが重要である」と述べた。
主な役員は次のとおり。

会 長 瀬 田 章 弘 （弘和印刷株式会社・東京都）
副 会 長 橋 本 唱 一 （文唱堂印刷株式会社・東京都）
副 会 長 福 田 浩 志 （株式会社ウエマツ・東京都）
副 会 長 酒 井 良 輔 （知多印刷株式会社・愛知県）
副 会 長 髙 本 隆 彦 （大興印刷株式会社・大阪府）
専務理事 高 橋 秀 明 （専従）

瀬田全印工連会長

北海道印刷工業組合

メールマガジン配信登録受付中
メールマガジンの配信希望は、北海道印刷工業組合のHPから申込受付を行っています。

［URL］
https://www.print.or.jp



全印工連の理念

全 印工連の理念は、組合員各社が、
人々の暮らしを彩り、自社はも

ちろん社会や地域を幸せにすることで
ある。
地域やお客様の課題に貢献し共に成

長発展してきたのが印刷業界である。しかし、長期的
にわたり市場が縮小し、さらに原材料費やエネルギー
費の高騰、労務費の上昇と、私たちの目の前には大き
な崖があり、刻一刻とそこに近づいている。しかし、こ
の崖の向こうには新たな大地、新天地が見えている。
ここに皆さんと力を合わせ、橋を架けることが全印工
連の役目である。そして多くの人たちとこの橋を渡り、
向こうの大地へと渡りたいと願っている。

Happy Industry
私たちの理念、人々の暮らしを彩り、幸せを創る産
業となることが、Happy�Industryである。それを実
現するためのミッション・ビジョン・バリューがある。
ミッションは、懸命に誠実に働く人たちが幸せにな
る産業と社会を創ることである。そのためには新た
なエコシステム（生態系）を作らなくてはならない。
熾烈な生存競争を繰り返すのではなく、自然界の様に
互いが互いを活かし合う業界こそが必要である。そ
して、共存共栄のエコシステムのためには勝者のない
価格競争から脱却し、価値の競争、できれば互いを伸
ばし合う価値づくりの協創が求められる。

価格競争から価値協創
平成の30年間、我々日本は低価格競争を繰り広げ

て来た。その結果どうなったのか。一人当たりGDP
はOECD諸国の中で34番目、IMFの予測では今年は
38番目になってしまう。これは韓国や台湾より低くな
る。社会全体が暗くなり、息詰まって来ている。もう
このような誰のためにもならない価格競争を止めなく
てはならない。そうではなく、価値を創る、高くても喜

んで買ってもらえる製品・サービスづくりをしなくて
はならない。そういう競争である。争う競争ではなく、
互いに協力して価値創りを行う協創が必要である。し
かし、中小企業1社ではそれは難しい。中小企業同士
互いに協力し合い、強みを活かし合う価値創りをしな
くてはならない。理解は出来ても実際に価値協創を
行うことはなかなか難しい。

自助・共助・公助
それには3つの力が必要である。
まずは自助努力、時代に合わせ会社を変えようと行
動することが必要である。長年、業態変革を全印工連
では提唱してきたが、我々は常に時代に合わせ、環境
に合わせ変化をすることが必要である。
しかし、1社の力ではそれは難しい。変わるために
知恵を出し合い、力を合わせることが必要である。こ
れが共助である。全印工連では組合員が業態変革す
るための情報提供や支援をしていく。
そして公助、我々が変わるには国や行政の支援も必
要になる。業界だけが良くなるのではなく、地域や社
会も良くなり、我々印刷組合も良くなる行政の力が必
要である。まだまだ不条理な取引慣行がある。直近
でも再生紙の問題や著作権の問題、外国人雇用の問
題など、全印工連は全日本印刷産業政治連盟と協力し

全印工連ミッション・ビジョン・バリュー
「人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業へ」
令和6年度上期北海道地区印刷協議会が、6月14日午後2時から、札幌市中央区の札幌パークホテルで
開催され、全体会議の席上、橋本唱一副会長が、「人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業へ」と題し、
今期の全印工連ミッション・ビジョン・バリューについて説明した。
説明された概要は次のとおり。

橋本唱一�氏



て、大手企業の横暴な取引に対抗、また健全な取引環
境作りを行ってきた。真に必要な補助金や助成金制
度も含め、これからも私たちの業界が強靭化するため
の提言と要望の実現をしていく。

価値協創へのステップ
価値協創の業界へと向かう道筋である。現状の縮

小・衰退傾向から脱却するために、まずは価格の適正
化を推進する。原材料費やエネルギー費用が上昇す
るなか、社員の賃金も上げなくてはならない。苦労し
て行ったサービスやものづくりに対する適正な価格を
認めてもらうようする。経済産業省、中小企業庁、公
正取引委員会が価格適正化を重要な政策として力を
入れて取り組んでいる。今が千載一遇のチャンスで
ある。中小印刷産業政治連盟と連携して皆さんをバッ
クアップしていく。
そうは言っても時代の潮流、地域のニーズに合わせ

自社を変革しなくてはならない。新たな価値を獲得
するための支援、その原動力となる人づくり、生産性
向上の支援などの施策を行い、各社が業態変革する
支援を進めて行く。
当然DXも必要である。AIやIoTによる第4次産業

革命の真只中にいる。AIを活用するにはビッグデー
タが必要である。どれだけ多くのビッグデータを集め
られるかが鍵となる。DX-PLAT等を活かしビッグデー
タを集め活かしていく。
差別化を行い、付加価値の高い製品・サービスづ

くりと同時に生産性向上、効率化を進めることで各社
が高収益となっていく。さらに各社が連携して強みを
活かし合い、価値づくりを高め合っていく。大切なこ
とは顧客の価値を創出することである。そうすればこ
ちらの価値も認めてくれ、価格勝負の発注ではなくな
る。全印工連ではそこに向け、委員会事業を通じてさ
まざまな施策を実行して行く。

値決めの重要性
次に「値決めの重要性」について話をする。
事例1は、現状として1パス／1円で、原価は70銭で
ある。よって粗利は30銭になる。その仕事で10万
枚印刷すると、「売上総利益」は3万円になる。
事例2は、販売数量（仕事）が20％増えた場合で
ある。同様に1パス／1円で、原価は70銭である。よっ
て粗利は30銭で、その仕事が20%増加したので12万
枚印刷すると、「売上総利益」は3万6千円になり6千
円増加する。
事例3は、単価を20％値上げした場合である。1パ

ス／1.2円で、原価は70銭である。よって粗利は50
銭になる。その仕事で10万枚印刷すると、「売上総
利益」は5万円になり、2万円増加する。
事例4は、単価を10％値下げして、仕事を20%多く
獲得した場合である。1パス／90銭で、原価は70銭
である。よって粗利は20銭になる。その仕事で12
万枚印刷すると、「売上総利益」は2万4千円になり、
最初の事例1に比べて6千円損をする。
事例5は、単価を10％値上げして、仕事が10%減少

してしまった場合である。1パス／1.1円で、原価は
70銭である。よって粗利は40銭になる。その仕事
で9万枚印刷すると、「売上総利益」は3万6千万円に
なり、事例2と同様に現状よりも6千円増加する。
このように、値決めは非常に重要な要因であるの
で、安易に値下げをして仕事を増やす行動は慎むべき
である。

バリュー達成のための具体的施策
価値協創を実現するための具体的な重点課題は次
の6つである。
1 ソリューションプロバイダーへの深化支援
　DX推進、CSR戦略推進、GX戦略、地方創生の支援
2 協創ネットワークの強化
　DX-PLAT、コネクト、BCPの推進
3 生産性の向上・品質基準の設置
　改善コンサルティング、印刷標準化推進
4 ヒューマンキャピタルの向上
　研修・検定事業eラーニング実施
5 価格転嫁の推進
　SR調達の普及適正取引化推進、著作権確保
6 ハッピーリタイア支援
　事業承継センターの活用



組合員のカテゴリー別事業
組合員はさまざまなメリットを求めて組合に参加し

ている。
大きくは4つのカテゴリーに分かれる。
仲間づくりやコミュニケーションに魅力を感じてい

る方々。その方々のためには各県工組で楽しい行事
を大いに開催していただきたい。この繋がりが仕事
にも役に立つ。
業界をリードし高収益を上げ、成長を続けている
方々。この方々のためには経営がさらに強化される
ための支援をしていく。具体的にはAdobeライセン
スプログラムのようにスケールメリットの提供や政策
要望を行い、業界の商習慣を健全かつ我々に有利に
することを行う。下請法の適正化や外国人雇用、著作
権保護などである。
中間には業態変革を推進している方々と、検討して
いるがなかなか突破口が見出せない方々がいる。前
者には業態変革がさらに進むような情報提供や政策
要望を行っていく。後者の方々には、まずは変革の基
となる原資の獲得や人づくりが成功する情報提供を
行っていく。現在の設備や営業体制で利益を上げる
生産性向上の情報提供や人材獲得支援、教育支援の
プログラムなどを実施していく。

『マル・タテ・ヨコ・ナナメ』
全印工連は47都道府県の印刷工業組合の連合会

であり、全国に約3,800社の仲間がいる。この仲間を
繋ぎ知恵と力を合わせることが重要となる。そのた
め繋がりを強化するための運営方法が肝要となる。
その運営方針が『マル・タテ・ヨコ・ナナメ』そ

して『対話と議論』である。
まずは私たち1社1社が一丸とならなければならな
い。我々が一致団結して政策提言、政策要望を行い、
不条理な商習慣の改善や経営課題を改善していく。

皆さんから要望を聞いて政府に提言していく。地域
の課題に対し、地方自治体が動いてくれるよう、中央
政府にも働き掛ける。それについては情報をしっか
り受け取っていただき、共に行動してもらうことが不
可欠である。3,800社が共に連携し政策を実現して
いく。
全印工連では政府や関係諸団体より情報を集め各
県工組から意見を聴き、Happy�Industryを実現する
ための情報提供を行っていく。これをまずはしっかり
受け止め理解してほしい。そしてそれを各都道府県
や地域で共有してほしい。我々も分かり易く伝える努
力をする。情報を仲間にも伝え、互いのために協力し
実行していただきたい。もちろん上意下達ではなく、
皆さんからの意見を吸い上げ事業に反映させていく
ので、皆さんからも必要な事業を提案してほしい。
また、組合員は多様な情報を求めている。同じ志向
がある方々とより深く勉強することも大切である。そ
のようなニーズに合わせたグループによる研究や研
修を行うプロジェクトも作っていきたい。例えば地域
創生高付加価値出版モデル、価値創出経営者育成プ
ログラムなどである。このようなことを進めるには、
情報の受発信を強化することが必要である。『日本
の印刷』のリニューアルや地区協や各委員会の進め
方を検討し、情報受発信を強化していきたい。

『対話と議論』
もう一つの運営方針として『対話と議論』を大切

にしていきたい。
常任会や理事会では課題についての議論を重視し

ていく。報告事項よりも審議事項や協議事項の意見
交換を出来る限り行い、事業に反映させていく。地区
協も一方通行の会議ではなく、各県や各地域の課題
を共に協議し事業に活かして行くようにする。それぞ
れの会議体で繋がりを強化して行く。
情報コミュニケーションのプロであり、寄り添った

モノづくりができる印刷会社こそが各地で教育文化
や産業発展のエンジンとなり、地域を、日本を良くし
ていかなくてはならないし、そのような地位を得るこ
とを願っている。そのために価格競争は止め、周りの
方々に彩りと幸せを提供する価値創出と協創を行って
いく。
社会や顧客の価値を創ること、それを一緒に創るの
が全印工連である。







チャレンジ&チャンス
～『印刷“創注”+“造注”』～

テーマ

展示会
セミナー
7セッション7セッション

主 催：HOPE実行委員会
北海道印刷工業組合
北海道グラフィックコミュニケーションズ工業組合
北海道製本工業組合・北海道フォーム印刷工業会
北海道紙器段ボール箱工業組合

後 援：経済産業省北海道経済産業局・北海道・札幌市
北海道中小企業団体中央会・札幌商工会議所
北海道中小企業家同友会
一般社団法人日本グラフィックサービス工業会

協 賛：株式会社印刷出版研究所
ニュープリンティング株式会社

会 場

アクセスサッポロ
札幌市白石区流通センター4丁目3番55号

https://www.axes.or.jp/
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9/4水･5木
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難読レベル
★☆☆☆☆������������� 道外の方でも読める
★★☆☆☆������������� 道民のほとんどが読める
★★★☆☆������������� 道民の半分くらいが読める
★★★★☆������������� 道民でもほとんど読めない
★★★★★������������� 地域住民以外は読めない

※難読レベルは北海道印刷工業組合独自の基準です。

表紙の解説

入境学（ にこまない）─釧路郡釧路町仙鳳趾村入境学
由来は、アイヌ語のニ・オマ・ナイ「流木のある川」。ちなみに村名の
仙鳳趾村は“せんぽうしむら”と読む。

参考資料：「難読漢字大辞典」
https://nandoku.gten.info/word/


